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測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
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革新的な育種や遺伝学技術で
気候変動に耐える作物資源を開発

注目の
研究

医学部医学科
病理学講座

私たちの
研究室
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〒680-0463 八頭郡八頭町宮谷200番地2
Tel:0858-72-0029 / Fax:0858-73-0668
https://www.koge.co.jp

代表取締役　林 正太郎
所在地　鳥取市若葉台南7丁目1番31号
TEL：0857-52-6009
FAX：0857-52-6010
URL  https://torimeka.jp
E-mail　info@torimeka.jp

特　
集 鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

教養の場

新任教員
紹介

医学部保健学科検査技術科学専攻
医学部医学科

外国語科目「中国語基礎・応用」



▶教員免許状取得希望者登録
時に渡される「教職ポートフォリ
オ」。授業以外の教育実践活動
などを記録するほか、気になった
授業の資料、実習のレポートなど
も保管し、振り返りに活用する。

本
格
ス
タ
ー
ト
は
教
員
免
許
状
取
得

希
望
者
登
録
か
ら

　「
教
育
学
部
」と
い
う
名
称
は
過
去
の
改

組
に
よ
り
変
更
に
な
っ
た
も
の
の
、
本
学
で

は
、
2
ペー
ジ
左
端
の
一
覧
表
の
と
お
り
、
教

育
職
員
免
許
状（
以
下
、
教
員
免
許
）を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
学
生
を
養
成
し
、
教
育
現
場
へ
と
送
り
出

し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
単

位
は
多
く
、
各
学
部
で
専
門
科
目
を
学
び
な

が
ら
教
職
課
程
を
こ
な
す
の
は
そ
う
簡
単
で

は
な
い
。
そ
ん
な
学
生
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
、「
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、セ
ン

タ
ー
）だ
。専
任
教
員
3
名
、特
任
教
員
1
名
、

兼
務
教
員
11
名
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

を
生
か
し
て
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。
教

育
実
習
等
を
担
当
す
る
専
任
教
員
の
石
本

特 集

鳥
大
で
教
員
を
目
指
す
！

鳥
大
で
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目
指
す
！

鳥
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鳥
大
で
教
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目
指
す
！

農学部
生命環境農学科

・中学校教諭一種(理科)
・高等学校教諭一種(理科、農業)

工学部

社会システム土木系学科
・高等学校教諭一種(工業)

化学バイオ系学科
・中学校教諭一種(理科)
・高等学校教諭一種(理科、工業)

電気情報系学科
・高等学校教諭一種(情報、工業)

機械物理系学科
・中学校教諭一種(数学)
・高等学校教諭一種(数学、工業)

大学院 持続性社会創生科学研究科

地域学専攻 地域創生コース
・中学校教諭専修免許状(社会)
・高等学校教諭専修免許状(地理歴史、公民)

工学専攻
・中学校教諭専修免許状(理科)
・高等学校教諭専修免許状(理科、工業、情報)

農学専攻
・中学校教諭専修免許状(理科)
・高等学校教諭専修免許状(理科、農業)

国際乾燥地科学専攻
・中学校教諭専修免許状(理科)
・高等学校教諭専修免許状(理科)

地域学専攻 人間形成コース
・幼稚園教諭専修免許状
・小学校教諭専修免許状
・特別支援学校教諭専修免許状

教員免許取得へ
の道のり

地域学部

地域学科 国際地域文化コース
・中学校教諭一種(国語、英語)
・高等学校教諭一種(国語、英語)

地域学科 人間形成コース
・幼稚園教諭一種
・小学校教諭一種
・特別支援学校教諭一種

地域学科 地域創造コース
・中学校教諭一種(社会)
・高等学校教諭一種(地理歴史、公民)

鳥取大学で取得可能な教育職員免許状
雄
真
准
教
授
は
、「
教
育
学
や
心
理
学
、
生
徒

指
導
、
各
教
科
の
指
導
法
と
い
っ
た
科
目
に

加
え
、
教
育
実
習
や
介
護
等
体
験
な
ど
、
教

職
課
程
は
実
習
的
な
授
業
も
多
い
。
そ
れ
ら

を
整
理
し
な
が
ら
、
徐
々
に
教
育
へ
の
学
び
を

深
め
て
い
け
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
」

と
、
そ
の
役
割
を
説
明
す
る
。

　
学
部
や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
、

教
員
免
許
取
得
ま
で
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
下
図
の
と
お
り
。

　
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
1
年
次
の
12
月

に
行
う「
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
登
録
」。

〝
教
職
課
程
を
選
択
す
る
〞と
い
う
意
思
表
示

と
な
る
登
録
で
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
後
の
実

習
計
画
が
組
み
立
て
ら
れ
、
2
年
次
以
降
、

取
得
す
べ
き
科
目
も
グ
ッ
と
多
く
な
る
。「
後

で
変
更
や
取
り
下
げ
は
可
能
な
の
で
、
迷
っ
て

い
る
な
ら
登
録
し
て
お
く
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

石本 雄真  准教授
い し も と  ゆ う ま

教育支援・国際交流推進機構
教員養成センター 専任教員

1年生2年生3年生4年生
・「
教
職
入
門
」

・
教
職
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

  

チ
ェッ
ク

・「
教
育
実
習
指
導
」

・
教
育
実
習（
基
礎
）

・
教
育
実
習（
応
用
）

・「
教
職
実
践
演
習
」

・
教
員
免
許
状
取
得

・
教
員
免
許
状
取
得

  

希
望
者
登
録

・
教
員
免
許
取
得
の

  
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
介
護
等
体
験

う
」と
、
石
本
准
教
授
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
教
員
に
求
め
ら
れ
る
素
養
は
、
知
識
だ
け

で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
豊

か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
こ

で
セ
ン
タ
ー
で
は「
教
職
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」を

配
布
し
、
教
職
を
志
望
す
る
理
由
を
は
じ
め
、

サ
ー
ク
ル
活
動
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
感

想
、
ど
ん
な
本
を
読
み
何
を
思
っ
た
か
等
、

日
常
生
活
で
経
験
し
た
こ
と
の
中
で
教
育
に

生
か
せ
そ
う
な
出
来
事
を
4
年
間
に
渡
っ
て

記
録
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
自
分
の
経
験
と
授
業
の
内
容
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
。

リ
ン
ク
す
る
と
学
生
は
必
ず
成
長
し
ま
す
」

と
、
石
本
准
教
授
は
大
き
く
う
な
ず
く
。

　
ま
た
、
教
育
実
習
後
に
も
振
り
返
り
シ
ー

ト
を
記
入
す
る
な
ど
、
実
践
ご
と
に
自
分
を

見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
て
い
る
。

教
育
実
習
は
先
生

と
し
て
の
第
一
歩
！

※地域学部の場合　「」は授業名

鳥
取
大
学
で
は
毎
年
多
く
の
学
生
が
教
育
職
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

取
得
ま
で
の
流
れ
や
学
習
・
実
践
に
つ
い
て
、学
生
を
支
援
す
る

教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！
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と
授
業
の
内
容
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
。

リ
ン
ク
す
る
と
学
生
は
必
ず
成
長
し
ま
す
」

と
、
石
本
准
教
授
は
大
き
く
う
な
ず
く
。

　
ま
た
、
教
育
実
習
後
に
も
振
り
返
り
シ
ー

ト
を
記
入
す
る
な
ど
、
実
践
ご
と
に
自
分
を

見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
て
い
る
。

教
育
実
習
は
先
生

と
し
て
の
第
一
歩
！

※地域学部の場合　「」は授業名

鳥
取
大
学
で
は
毎
年
多
く
の
学
生
が
教
育
職
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

取
得
ま
で
の
流
れ
や
学
習
・
実
践
に
つ
い
て
、学
生
を
支
援
す
る

教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！
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教職相談室の利用は、

教育実習や採用試験を間近に控えた3・4年生が多いですが、

もちろん1・2年生でもOK。早い段階から実際の教育現場を肌で感じておくこと

はとても大切。そういった機会が欲しいと思ったら、ぜひ相談に来てください。

　教員採用試験は自治体や学校種によって内容が違いますが、学生が頭を悩ませるのはやは

り個人面接。教育に対してどういう考えを持っているのか、自分なりに一貫したものがないと答

えに詰まってしまいます。教員を目指す理由、自分の強み・弱み、授業や課外活動で培った知識・

経験等を見つめ直し、一人一人が教育への考えを深めていくお手伝いも行っています。

　教員という仕事はクリエイティブで、夢のある仕事です。子どもたちの成長に携

わる中で、教員自身も人間として成長することができます。魅力を

感じたらぜひトライしてみましょう。

僕が最初に教職相談室を

訪れたのは、3年次の後期。中学校と高校、どちらを主免許にすべ

きか決めかねて、片山先生に相談しました。すると「一度見学してみたら？」と、

鳥取市内の中学校に連絡を取ってくださったんです。授業等を見学するうち、高校と比べて

生徒と先生の距離が近いところが自分の理想に合っていると感じ、目標を中学校に定めることが

できました。また、中学校サッカー部の指導補助も紹介していただきました。週末しか行けないの

ですが、9・10月にある教育実習へ行く前に少しでも生徒理解を深められたらと

思っています。4年次になってからは、教員採用試験に向けて小論文の添削、

面接練習を見ていただきました。豊富な現場経験を生かし、具体例を

示しながらヒントやアドバイスを下さるので、イメージを膨らませ

やすく、試験勉強にとても役立っています！

相
談
室
の
先
生
は
頼
れ
る
味
方
！

　
2
年
次
、
3
年
次
と
学
習
が
進
む
に
つ
れ

て
、「
教
員
に
な
る
た
め
に
は
ど
ん
な
経
験
や

適
性
が
必
要
？
」「
教
員
採
用
試
験
に
向
け

て
ど
う
い
っ
た
準
備
を
す
れ
ば
い
い
？
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
出
始
め
る
。
そ
ん
な
学

生
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
、セ
ン
タ
ー
1
階

に
あ
る「
教
職
相
談
室
」。小
中
学
校
の
教
員
・

校
長
、
教
員
採
用
試
験
の
面
接
官
の
経
験
を

持
つ
片
山
敬
子
教
授
が
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。「
筆
記
試
験
対

策
は
、
問
題
集
を
利
用
し
て
自
分
で
勉
強
を

進
め
ら
れ
ま
す
が
、
場
面
指
導
や
集
団
・
個

人
面
接
、
小
論
文
な
ど
他
者
の
評
価
が
必
要

な
も
の
は
1
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
い
に

頼
っ
て
ほ
し
い
」と
胸
を
た
た
く
。

　
指
導
す
る
の
は
、
採
用
試
験
の
た
め
の

〝
付
け
焼
き
刃
〞的
な
も
の
で
は
な
い
。「
合

格
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
、〝
教
員
と
し
て

自
分
は
こ
う
あ
り
た
い
〞と
い
う
考
え
方
を

確
立
し
、
そ
れ
を
軸
に
し
て
教
員
と
い
う
仕

事
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た

い
」と
い
う
。
そ
ん
な
人
柄
を
慕
っ
て
、
毎
日

の
よ
う
に
訪
れ
る
学
生
も
多
い
。
ま
た
、
卒

業
生
に
も
心
を
配
る
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
・
メ
ー
ル
」と
題
し
て
毎
月
希
望
者

に
メ
ー
ル
を
送
り
、
卒
業
後
の
1
年
間
、
近
況

や
悩
み
を
聞
き
取
っ
て
い
る
と
か
。
サ
ポ
ー
ト

の
継
続
が
あ
り
が
た
い
。

リ
モ
ー
ト
も
O
K
！

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
て

安
心
し
ま
し
た
！

新
米
教
師
と
し
て

日
々
奮
闘
中
！

現
職
教
員
の
声
は
最
高
の
教
科
書

　
も
う
一
つ
、セ
ン
タ
ー
が
力
を
注
ぐ
支
援
に
、

「
学
び
・
遊
び
・
つ
な
ぐ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。
現
職
教
員
を
招
い
て
、
学
級
づ
く
り
や

児
童
生
徒
支
援
の
話
を
聞
い
た
り
、
遊
び
を

通
じ
て
学
び
を
活
性
化
さ
せ
る
手
法
を
体
験

し
た
り
、
若
手
の
先
生
と
座
談
会
を
し
た
り

と
、
学
生
た
ち
に
教
育
現
場
の
リ
ア
ル
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
、
特
色
あ
る
教
員
養
成

方
法
。
近
年
増
え
て
い
る
義
務
教
育
学
校
の

様
子
、
海
外
の
日
本
人
学
校
に
勤
め
る
先
生

の
話
な
ど
、
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
だ
。「
果

た
し
て
自
分
は
本
当
に
教
員
と
し
て
や
っ
て
い

け
る
の
か
、
不
安
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
結
構

多
い
。
学
校
種
や
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
開
催

し
て
い
る
の
で
、
教
育
現
場
の
い
ろ
い
ろ
な
側

面
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、
石
本
准
教
授

は
学
生
の
参
加
を
促
す
。

　
人
に
教
え
、
人
を
育
て
る
教
員
の
仕
事
。

そ
の
責
任
は
重
く
、
実
践
は
難
し
い
が
、
反
面

や
り
が
い
や
喜
び
も
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
。

管
理
職
に
な
る
よ
り
も
、
毎
日
子
ど
も
に
接

し
て
い
た
い
と
い
う
教
員
も
多
い
。「
教
員
に

よ
っ
て
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
い
う
先
生
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
石
本
准
教
授
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
簡
単
に

単
位
を
出
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」と
笑
い
な

が
ら
、
学
生
の
や
る
気
に
期
待
を
寄
せ
た
。

◀児童が落ち着いた気持ちで勉強
に取り組めるよう、学習中の決まり
を伝えてから授業に入る西村さん。

教職相談室について
教員養成センター1階(104)
火・水・木 13：00～17：00受付・相談時間

要事前
予約

片山 敬子 教授
か た や ま  け い こ

教員養成センター
特任教員

教職相談室「学び・遊び・つ
なぐ」プロジェク

ト

上田 尚弥  さん
う え だ  な お や

農学部 4年
中学校教諭（理科）志望

卒業生の声

西村 成穂  さん
に し む ら  な ほ

鳥取市立美保小学校 教諭
地域学部

2020年度卒業

私はこの春、念願の小学校教諭に

なりました。2年生の担任をしています。在学中は、教員養成センター

の先生方に大変お世話になりました。特に4年次は毎日のように教職相談室に行き、

教員採用試験の個人面接を指導していただきました。学生時代は現場経験がないので、例え

ば「保護者との信頼関係を築くには？」と質問されても、「連絡を密に取る」といったありきたりの回答

しかできません。でも先生が教員としてのご経験を詳しく話してくださったので、新しい気付きを得て自

分の考えを深めることができました。それから、「児童文化研究会」のサークル活動、塾講師や放課後

児童クラブの補助といったアルバイトを通じて、子どもと関わる機会があったことも自信につながりました。

4年間のうちに経験しておけば必ず役立ちますよ。

　教員になった今、日々の業務に追われ、児童一人一人と向き合う時間がなかなか取れないこと

に難しさを感じています。昼休憩に一緒に遊んだりおしゃべりしたり、できるだけ児童との

時間をつくろうと頑張っているところです。そして思いやりのある、温かい雰囲気

の学級にしていきたいです。

つなぐ教室・つなぐ座談会 つなぐパネル ブッククラブ

学びの教室 学びの座談会 遊びの教室

現職教員の方々から、授
業づくりやクラスづくりの
極意を学びます。

学内外のさまざまな職種の人とつ
ながること、国境を越えてつながる
グローバルな視野をもつこと、「つ
なぐ」「つながる」を考えます。

ひとつのテーマに、複数
の現職の先生を招いて
パネルディスカッションを
行います。

本で遊ぶ、本と遊ぶ。ただ読
んで語り合うだけではなく、本
を身近に感じ、本のある場を
楽しむためのプログラムです。

若手の先生と、不安や希望につ
いて、現在の学校について等、
ざっくばらんに語り合います。

遊びを取り入れた授業、楽し
みながら教え、学ぶことがで
きる手法を考えます。

※2020年度に開催した内容です。

▲2017年度プロジェクトの様子。
（上：遊びの教室、下：学びの教室）
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教職相談室の利用は、

教育実習や採用試験を間近に控えた3・4年生が多いですが、

もちろん1・2年生でもOK。早い段階から実際の教育現場を肌で感じておくこと

はとても大切。そういった機会が欲しいと思ったら、ぜひ相談に来てください。

　教員採用試験は自治体や学校種によって内容が違いますが、学生が頭を悩ませるのはやは

り個人面接。教育に対してどういう考えを持っているのか、自分なりに一貫したものがないと答

えに詰まってしまいます。教員を目指す理由、自分の強み・弱み、授業や課外活動で培った知識・

経験等を見つめ直し、一人一人が教育への考えを深めていくお手伝いも行っています。

　教員という仕事はクリエイティブで、夢のある仕事です。子どもたちの成長に携

わる中で、教員自身も人間として成長することができます。魅力を

感じたらぜひトライしてみましょう。

僕が最初に教職相談室を

訪れたのは、3年次の後期。中学校と高校、どちらを主免許にすべ

きか決めかねて、片山先生に相談しました。すると「一度見学してみたら？」と、

鳥取市内の中学校に連絡を取ってくださったんです。授業等を見学するうち、高校と比べて

生徒と先生の距離が近いところが自分の理想に合っていると感じ、目標を中学校に定めることが

できました。また、中学校サッカー部の指導補助も紹介していただきました。週末しか行けないの

ですが、9・10月にある教育実習へ行く前に少しでも生徒理解を深められたらと

思っています。4年次になってからは、教員採用試験に向けて小論文の添削、

面接練習を見ていただきました。豊富な現場経験を生かし、具体例を

示しながらヒントやアドバイスを下さるので、イメージを膨らませ

やすく、試験勉強にとても役立っています！

相
談
室
の
先
生
は
頼
れ
る
味
方
！

　
2
年
次
、
3
年
次
と
学
習
が
進
む
に
つ
れ

て
、「
教
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に
な
る
た
め
に
は
ど
ん
な
経
験
や

適
性
が
必
要
？
」「
教
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採
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試
験
に
向
け

て
ど
う
い
っ
た
準
備
を
す
れ
ば
い
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？
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
出
始
め
る
。
そ
ん
な
学

生
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
、セ
ン
タ
ー
1
階

に
あ
る「
教
職
相
談
室
」。小
中
学
校
の
教
員
・

校
長
、
教
員
採
用
試
験
の
面
接
官
の
経
験
を

持
つ
片
山
敬
子
教
授
が
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。「
筆
記
試
験
対

策
は
、
問
題
集
を
利
用
し
て
自
分
で
勉
強
を

進
め
ら
れ
ま
す
が
、
場
面
指
導
や
集
団
・
個

人
面
接
、
小
論
文
な
ど
他
者
の
評
価
が
必
要

な
も
の
は
1
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
い
に

頼
っ
て
ほ
し
い
」と
胸
を
た
た
く
。

　
指
導
す
る
の
は
、
採
用
試
験
の
た
め
の

〝
付
け
焼
き
刃
〞的
な
も
の
で
は
な
い
。「
合

格
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
、〝
教
員
と
し
て

自
分
は
こ
う
あ
り
た
い
〞と
い
う
考
え
方
を

確
立
し
、
そ
れ
を
軸
に
し
て
教
員
と
い
う
仕

事
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た

い
」と
い
う
。
そ
ん
な
人
柄
を
慕
っ
て
、
毎
日

の
よ
う
に
訪
れ
る
学
生
も
多
い
。
ま
た
、
卒

業
生
に
も
心
を
配
る
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
・
メ
ー
ル
」と
題
し
て
毎
月
希
望
者

に
メ
ー
ル
を
送
り
、
卒
業
後
の
1
年
間
、
近
況

や
悩
み
を
聞
き
取
っ
て
い
る
と
か
。
サ
ポ
ー
ト

の
継
続
が
あ
り
が
た
い
。

リ
モ
ー
ト
も
O
K
！

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
に
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っ
て
も
ら
え
て

安
心
し
ま
し
た
！

新
米
教
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と
し
て

日
々
奮
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中
！

現
職
教
員
の
声
は
最
高
の
教
科
書

　
も
う
一
つ
、セ
ン
タ
ー
が
力
を
注
ぐ
支
援
に
、

「
学
び
・
遊
び
・
つ
な
ぐ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。
現
職
教
員
を
招
い
て
、
学
級
づ
く
り
や

児
童
生
徒
支
援
の
話
を
聞
い
た
り
、
遊
び
を

通
じ
て
学
び
を
活
性
化
さ
せ
る
手
法
を
体
験

し
た
り
、
若
手
の
先
生
と
座
談
会
を
し
た
り

と
、
学
生
た
ち
に
教
育
現
場
の
リ
ア
ル
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
、
特
色
あ
る
教
員
養
成

方
法
。
近
年
増
え
て
い
る
義
務
教
育
学
校
の

様
子
、
海
外
の
日
本
人
学
校
に
勤
め
る
先
生

の
話
な
ど
、
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
だ
。「
果

た
し
て
自
分
は
本
当
に
教
員
と
し
て
や
っ
て
い

け
る
の
か
、
不
安
を
持
っ
て
い
る
学
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結
構

多
い
。
学
校
種
や
テ
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マ
を
変
え
な
が
ら
開
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て
い
る
の
で
、
教
育
現
場
の
い
ろ
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な
側

面
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、
石
本
准
教
授

は
学
生
の
参
加
を
促
す
。

　
人
に
教
え
、
人
を
育
て
る
教
員
の
仕
事
。

そ
の
責
任
は
重
く
、
実
践
は
難
し
い
が
、
反
面

や
り
が
い
や
喜
び
も
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
。

管
理
職
に
な
る
よ
り
も
、
毎
日
子
ど
も
に
接

し
て
い
た
い
と
い
う
教
員
も
多
い
。「
教
員
に

よ
っ
て
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
い
う
先
生
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
石
本
准
教
授
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
簡
単
に

単
位
を
出
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」と
笑
い
な

が
ら
、
学
生
の
や
る
気
に
期
待
を
寄
せ
た
。

◀児童が落ち着いた気持ちで勉強
に取り組めるよう、学習中の決まり
を伝えてから授業に入る西村さん。

教職相談室について
教員養成センター1階(104)
火・水・木 13：00～17：00受付・相談時間

要事前
予約

片山 敬子 教授
か た や ま  け い こ

教員養成センター
特任教員

教職相談室「学び・遊び・つ
なぐ」プロジェク

ト

上田 尚弥  さん
う え だ  な お や

農学部 4年
中学校教諭（理科）志望

卒業生の声

西村 成穂  さん
に し む ら  な ほ

鳥取市立美保小学校 教諭
地域学部

2020年度卒業

私はこの春、念願の小学校教諭に

なりました。2年生の担任をしています。在学中は、教員養成センター

の先生方に大変お世話になりました。特に4年次は毎日のように教職相談室に行き、

教員採用試験の個人面接を指導していただきました。学生時代は現場経験がないので、例え

ば「保護者との信頼関係を築くには？」と質問されても、「連絡を密に取る」といったありきたりの回答

しかできません。でも先生が教員としてのご経験を詳しく話してくださったので、新しい気付きを得て自

分の考えを深めることができました。それから、「児童文化研究会」のサークル活動、塾講師や放課後

児童クラブの補助といったアルバイトを通じて、子どもと関わる機会があったことも自信につながりました。

4年間のうちに経験しておけば必ず役立ちますよ。

　教員になった今、日々の業務に追われ、児童一人一人と向き合う時間がなかなか取れないこと

に難しさを感じています。昼休憩に一緒に遊んだりおしゃべりしたり、できるだけ児童との

時間をつくろうと頑張っているところです。そして思いやりのある、温かい雰囲気

の学級にしていきたいです。

つなぐ教室・つなぐ座談会 つなぐパネル ブッククラブ

学びの教室 学びの座談会 遊びの教室

現職教員の方々から、授
業づくりやクラスづくりの
極意を学びます。

学内外のさまざまな職種の人とつ
ながること、国境を越えてつながる
グローバルな視野をもつこと、「つ
なぐ」「つながる」を考えます。

ひとつのテーマに、複数
の現職の先生を招いて
パネルディスカッションを
行います。

本で遊ぶ、本と遊ぶ。ただ読
んで語り合うだけではなく、本
を身近に感じ、本のある場を
楽しむためのプログラムです。

若手の先生と、不安や希望につ
いて、現在の学校について等、
ざっくばらんに語り合います。

遊びを取り入れた授業、楽し
みながら教え、学ぶことがで
きる手法を考えます。

※2020年度に開催した内容です。

▲2017年度プロジェクトの様子。
（上：遊びの教室、下：学びの教室）
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教
育
実
習
に
潜
入
!

教
育
実
習
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潜
入
!

教
育
実
習
に
潜
入
!

教
育
実
習
に
潜
入
!

本
学
で
は
、教
員
免
許
状
取
得
を
目
指
す
学
生
の
た
め

附
属
学
校
と
連
携
し
て
教
育
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〝
普
段
は
見
つ
め
る
側
に
い
た
教
壇
に
、今
度
は
自
分
た
ち
が
立
つ
な
ん
て
！
〞

そ
ん
な
緊
張
の
実
習
風
景
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

理論と
実践を
結ぶ

実習は難しいけど、教員を目指す気持ちはUP！
　今回の応用実習で、私は2年生のクラスに入りました。受け持った授業では、指導案どおり
にこなすので精いっぱい！ 道徳の授業を行ったのですが、見学していた仲間から「最後に
児童が自分の気持ちを振り返る部分が一番大切なのに、さらっと終わったのがもったい
なかった」という意見をもらいました。私は、“時間内に収めなくては”という気持ちが強
すぎて、振り返りの時間を十分に取ることができなかったんです。難しさを痛感しました。
　それでも、児童と直に触れ合う機会を持てたことで、子どもたちがぐんぐん成長する姿
を見られる教員の仕事はとても魅力的だと、改めて感じることができました。

教育実習を終えて

仲間の授業を見学！

黒
板
の
書
き
方
も

参
考
に
な
る
な
あ

授
業
中
も
放
課
後
も

勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り

仲間が授業を担当するとき
は、その補助に入ったり見学
をしたり。授業の進め方、発
問の仕方、児童から返ってき
た意見に対してどう対応する
のか等に注目。気になった点
はノートにメモして、次に自分
が行う授業に生かす。

放課後は、一日の振り返り＆翌
日の授業内容の確認。「発問の
数を絞って、児童がワークシート
を書く時間を確保しましょう」「図
工ではさみを使うときはけがのな
いように」等、担任の先生からの
細かなアドバイスがありがたい。

授業後の指導

教
員
目
指
し
て
実
践
あ
る
の
み
！

　
今
年
5
月
、
小
学
校
教
諭
の
免
許
状
取
得

を
目
指
す
4
年
生
23
名
が
、
附
属
小
学
校
に

お
い
て
教
育
実
習
の
応
用
実
習
に
取
り
組
ん

だ
。
各
ク
ラ
ス
に
１
、
2
名
入
り
、
国
語
・

算
数
を
各
1
時
間
、
選
択
教
科
を
2
時
間
、

そ
し
て
一
日
担
任
を
経
験
す
る
。
3
年
次
の

秋
に
基
礎
実
習
を
終
え
て
お
り
、
今
回
は
2

回
目
。
さ
て
学
生
た
ち
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に

実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
訪
れ
た
の
は
実
習
後
半
戦
の
あ
る
日
。
5

校
時
の
授
業
が
始
ま
り
、ス
ー
ツ
姿
の
実
習

生
が
各
教
室
の
教
壇
に
立
つ
。
6
年
1
組
は

道
徳
の
時
間
。
児
童
が
理
解
し
や
す
い
よ
う

ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
授
業
を
進
め
な
が

ら
、
深
め
た
い
箇
所
で
質
問
を
投
げ
か
け
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
書
か
せ
る
な
ど
し
て
い
た
。

時
に
は
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
も
。そ
の
采
配

は
理
解
度
に
影
響
す
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
ま
た
一
日
担
任
で
は
、
学
校
生
活
全
般
に

目
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
の
会
・

帰
り
の
会
で
は
児
童
に
何
を
伝
え
る
の
か
、

宿
題
の
丸
付
け
、
給
食
の
準
備
、
掃
除
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
気
を
抜
く
時
間
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
高
学
年
は
理
解
力
が
高
く
、
指
示
も

通
り
や
す
い
が
、
低
学
年
だ
と
そ
う
は
い
か

な
い
。
指
示
の
声
が
小
さ
い
と
な
お
さ
ら
だ
。

そ
ん
な
苦
労
も
こ
の
実
習
で
初
め
て
知
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

挑
戦
と
失
敗
が
成
長
の
糧
に
な
る

　
児
童
が
下
校
し
た
ら
実
習
生
全
員
が
集
合

し
て
終
礼
、
今
日
一
日
を
振
り
返
る
。
そ
の

後
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
具
体
的
な
振

り
返
り
を
担
任
の
先
生
と
共
に
行
う
。
2
年

2
組
で
は
、
体
育
の
授
業
を
行
っ
た
実
習
生

が「
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
説
明

が
不
十
分
だ
っ
た
」「『
や
り
づ
ら
か
っ
た
』な

ど
の
声
が
き
か
れ
、満
足
度
が
低
か
っ
た
」と
、

難
し
さ
を
口
に
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
担
任

の
先
生
が
、「
ル
ー
ル
説
明
時
は
児
童
を
座
ら

せ
て
」「
不
満
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
証
拠
」と
助

言
し
つ
つ
、
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
、
効
果
は

得
ら
れ
た
の
か
と
い
う
深
い
と
こ
ろ
ま
で
時

間
を
か
け
て
振
り
返
り
を
続
け
て
い
く
。
こ

う
し
た
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
実
習
生
た
ち
は
成
長
し
て
い
く
の
だ
。

　
気
付
け
ば
も
う
夕
日
が
沈
む
時
間
だ
。
少

し
ず
つ
暗
く
な
る
教
室
で
翌
日
の
指
導
案
を

最
終
確
認
、
授
業
で
使
う
教
材
を
人
数
分
用

意
し
て
、
実
習
生
の
長
い
一
日
が
よ
う
や
く

終
わ
る
。
そ
れ
で
も
反
省
は
尽
き
ず
、
あ
あ

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
、こ
う
言
え
ば
伝
わ
っ

た
の
か
と
、
階
段
を
下
り
な
が
ら
仲
間
と
意

見
を
交
わ
す
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

岡本 明莉  さん
お か も と  あ か り

地域学部 4年
小学校教諭志望
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マ
メ
科
植
物
・
サ
サ
ゲ
の
光
明

　
現
在
、
世
界
の
人
々
が
主
食
と
し
て
食
べ

て
い
る
作
物
種
は
す
ご
く
限
ら
れ
て
い
て
、

イ
ネ
、コ
ム
ギ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
3
種（
基

幹
作
物
）が
全
体
の
80
〜
90
％
を
占
め
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
品
種

改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
わ
ず

か
3
種
の
作
物
で
人
類
の
ほ
と
ん
ど
の
主

た
る
食
べ
物
を
賄
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
将
来
を
見
た
と
き
、
温
暖
化
な
ど

に
よ
る
今
後
の
地
球
気
候
変
動
や
人
口
増

加
な
ど
で
、
果
た
し
て
こ
の
3
種
の
基
幹
作

物
だ
け
で
食
糧
の
生
産
や
供
給
は
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
に
お
い

て
は
過
去
に
イ
ネ
の
ほ
か
ア
ワ
や
キ
ビ
、ヒ

エ
な
ど
も
食
糧
と
し
て
利
用
し
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
し
、
世
界
各
地
で
も
多
様
な
植

物
の
実
り
を
食
糧
と
し
て
活
か
し
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
視
点
に
立
ち
返
っ
て
み

れ
ば
、
ま
だ
未
利
用
な
作
物
資
源
が
地
球
上

に
多
く
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、
世
界
各
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
適
応
し
た
種
の
特
性
を
探
り
、
今
後

に
向
け
て
主
要
作
物
を
補
う
新
し
い
利
用
種

の
開
拓
に
目
を
向
け
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
特
に
注
目
し
て
い
る
植
物
の

一
つ
が
サ
サ
ゲ（
マ
メ
科
）で
す
。
マ
メ
科

植
物
は
重
要
な
食
糧
源
で
す
が
、
こ
と
に
サ

サ
ゲ
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
・
未
利
用
な
種
の

一
つ
で
す
。
日
本
で
も
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

生
育
特
性
を
見
て
み
る
と
、
実
は
乾
燥
耐
性

が
強
く
、
高
温
環
境
に
お
い
て
も
育
つ
優
れ

た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
研
究
者
が
集
め
た

４
０
０
系
統
の
遺
伝
資
源
を

将
来
に
活
か
す

　
サ
サ
ゲ
は
西
ア
フ
リ
カ
が
起
源
の
植
物

で
す
が
、
世
界
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
気
候
も
土
壌
も
違
う
世
界
各

地
で
育
つ
サ
サ
ゲ
の
多
様
性
を
調
べ
る
た

め
、
私
た
ち
は
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
、
メ
キ
シ
コ
、
日
本
の
国
際
共
同
研

究（
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団﹇
注
1
﹈

の
助
成
事
業
に
採
択
）に
参
加
し
、
こ
と
に

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
で
の
系
統
を
担
当
し

て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
生
物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）の
研
究
者
達
は
、
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
こ
れ
ま
で
に
約
４
０
０

系
統
種
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
全
く
未
研
究
の
も
の
で
貴
重
な
遺

伝
資
源
で
あ
り
、
現
在
そ
の
一
部
を
鳥
取
大

学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
試
験
圃
場

で
栽
培
し
て
い
ま
す（
写
真
1
）。
葉
の
形

状
、
花
の
咲
く
時
期
、
草
丈
、
実（
マ
メ
）の

性
質
な
ど
を
細
か
く
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
探
っ
て
利
用
品
種
に
な
り
得
る
か
ど

う
か
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
の
は
数
年
、
あ
る
い
は
数
十
年
単
位

の
時
間
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
手
間

や
時
間
が
か
か
る
の
と
同
じ
で
す
ね
。

　
未
利
用
植
物
を
有
用
な
食
資
源
に
活
か
す

工
夫
は
大
事
な
こ
と
と
し
て
も
、そ
こ
に
長

い
年
月
が
か
か
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
を
遠
い

未
来
で
は
な
く
、
も
っ
と
近
い
未
来
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
植
物

に
備
わ
る
動
原
体
関
連
タ
ン
パ
ク
質﹇
注
2
﹈

の
改
変
に
よ
る
育
種
年
限
の
短
縮
技
術
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
写
真
2
）。

育
種
へ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　
育
種
年
限
を
短
縮
す
る
技
術
に
は
葯や

く（
＝

花
粉
を
つ
く
る
袋
状
の
器
官
）を
培
養
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
可
能
な

種
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
動

原
体
に
局
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
改
変
す
る

こ
と
で
作
物
改
良
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

も
そ
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

近
年
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
利
用
し
た

研
究
も
進
み
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
サ
サ

ゲ
に
応
用
し
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
育
種
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
遺

伝
子
の
相
互
作
用
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
育
環
境

に
対
応
し
て
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
時
系
列
的
な
ゲ
ノ
ム
領
域
の
変
化
を
視

覚
的
に
捉
え
る
技
術
も
ド
イ
ツ
の
研
究
所

（
Ｉ
Ｐ
Ｋ﹇
注
3
﹈）と
の
共
同
研
究
で
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
も
重
要
な
課
題
は
、
交
雑
に
よ

る
作
物
の
多
様
性
の
導
入
で
す
。
例
え
ば
、

寒
冷
地
で
育
つ
耐
寒
性
に
優
れ
た
作
物
と
、

高
温
・
乾
燥
地
で
育
つ
作
物
は
遠
縁
の
関
係

に
あ
り
ま
す
が
、こ
の
2
種
が
交
雑
す
る
と

ど
ん
な
作
物
が
育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で

今
、一
つ
の
事
例
と
し
て
イ
ネ
科
の
ト
ウ
ジ
ン

ビ
エ（
耐
高
温
・
乾
燥
性
を
も
つ
）と
コ
ム
ギ

（
冷
涼
地
で
育
つ
）の
交
雑
を
試
験
的
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
が
見
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
交
雑
で
受
精
は
起
こ
り
雑
種
胚

の
発
生
は
あ
っ
て
も
細
胞
分
裂
で
ト
ウ
ジ
ン

ビ
エ
の
染
色
体
が
脱
落
す
る
た
め
、コ
ム
ギ
の

半
数
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
写
真
3
）。

こ
の
染
色
体
脱
落
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
は
未

解
明
で
す
が
、
そ
れ
を
理
解
し
て
解
決
策
が

見
つ
か
れ
ば
、
世
界
が
今
後
、
食
糧
と
し
て

利
用
で
き
る
新
し
い
遺
伝
資
源
の
獲
得
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

革新的な育種や細胞遺伝学技術で
気候変動に耐える作物資源を開発

地球温暖化などによる気候変動や人口増加で、グローバルな食糧
供給の課題が問われています。私たちは変動する自然環境の中、
世界各国との共同で新しい有用な作物資源の開発をさまざまな
方法で研究しています。

石井  孝 佳 講師

い し い  た か よ し

乾燥地研究センター 農業生産部門

注  目  の  研  究

専門 植物細胞遺伝学／育種学
趣味 釣り／散歩／麻雀

﹇
注
1
﹈ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
元
会
長
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ

氏
ら
に
よ
っ
て
2
0
0
0
年
に
創
設
さ
れ
た

世
界
最
大
の
慈
善
基
金
団
体
。
米
国
シ
ア

ト
ル
に
本
部
を
置
く
。

﹇
注
2
﹈動
原
体
関
連
タ
ン
パ
ク
質

動
植
物
の
細
胞
分
裂
時
に
染
色
体
の
運
動

や
制
御
に
関
わ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
こ
と
。

﹇
注
3
﹈I
P
K

ド
イ
ツ
の「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
植
物
遺
伝
学
・

作
物
学
研
究
所
」。

写真2　ササゲ[Cowpea]の動原体タンパク質
　　　  （Ishii et al., 2020）

写真1
センター内のミニ砂
漠博物館（乾燥地
学術情報展示室）
では、ササゲ豆の
一部が一般公開さ
れています。

写真3　染色体脱落

♀
コムギ

♂
トウジンビエ

受精

選択的に
ゲノムが脱落
＜染色体脱落＞

半数体になる
染色体の挙動は
制御不可能
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マ
メ
科
植
物
・
サ
サ
ゲ
の
光
明

　
現
在
、
世
界
の
人
々
が
主
食
と
し
て
食
べ

て
い
る
作
物
種
は
す
ご
く
限
ら
れ
て
い
て
、

イ
ネ
、コ
ム
ギ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
3
種（
基

幹
作
物
）が
全
体
の
80
〜
90
％
を
占
め
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
品
種

改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
わ
ず

か
3
種
の
作
物
で
人
類
の
ほ
と
ん
ど
の
主

た
る
食
べ
物
を
賄
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
将
来
を
見
た
と
き
、
温
暖
化
な
ど

に
よ
る
今
後
の
地
球
気
候
変
動
や
人
口
増

加
な
ど
で
、
果
た
し
て
こ
の
3
種
の
基
幹
作

物
だ
け
で
食
糧
の
生
産
や
供
給
は
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
に
お
い

て
は
過
去
に
イ
ネ
の
ほ
か
ア
ワ
や
キ
ビ
、ヒ

エ
な
ど
も
食
糧
と
し
て
利
用
し
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
し
、
世
界
各
地
で
も
多
様
な
植

物
の
実
り
を
食
糧
と
し
て
活
か
し
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
視
点
に
立
ち
返
っ
て
み

れ
ば
、
ま
だ
未
利
用
な
作
物
資
源
が
地
球
上

に
多
く
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
、
世
界
各
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
適
応
し
た
種
の
特
性
を
探
り
、
今
後

に
向
け
て
主
要
作
物
を
補
う
新
し
い
利
用
種

の
開
拓
に
目
を
向
け
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
特
に
注
目
し
て
い
る
植
物
の

一
つ
が
サ
サ
ゲ（
マ
メ
科
）で
す
。
マ
メ
科

植
物
は
重
要
な
食
糧
源
で
す
が
、
こ
と
に
サ

サ
ゲ
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
・
未
利
用
な
種
の

一
つ
で
す
。
日
本
で
も
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

生
育
特
性
を
見
て
み
る
と
、
実
は
乾
燥
耐
性

が
強
く
、
高
温
環
境
に
お
い
て
も
育
つ
優
れ

た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
研
究
者
が
集
め
た

４
０
０
系
統
の
遺
伝
資
源
を

将
来
に
活
か
す

　
サ
サ
ゲ
は
西
ア
フ
リ
カ
が
起
源
の
植
物

で
す
が
、
世
界
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
気
候
も
土
壌
も
違
う
世
界
各

地
で
育
つ
サ
サ
ゲ
の
多
様
性
を
調
べ
る
た

め
、
私
た
ち
は
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
、
メ
キ
シ
コ
、
日
本
の
国
際
共
同
研

究（
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団﹇
注
1
﹈

の
助
成
事
業
に
採
択
）に
参
加
し
、
こ
と
に

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
で
の
系
統
を
担
当
し

て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
生
物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）の
研
究
者
達
は
、
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
こ
れ
ま
で
に
約
４
０
０

系
統
種
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
全
く
未
研
究
の
も
の
で
貴
重
な
遺

伝
資
源
で
あ
り
、
現
在
そ
の
一
部
を
鳥
取
大

学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
試
験
圃
場

で
栽
培
し
て
い
ま
す（
写
真
1
）。
葉
の
形

状
、
花
の
咲
く
時
期
、
草
丈
、
実（
マ
メ
）の

性
質
な
ど
を
細
か
く
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
探
っ
て
利
用
品
種
に
な
り
得
る
か
ど

う
か
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
の
は
数
年
、
あ
る
い
は
数
十
年
単
位

の
時
間
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
手
間

や
時
間
が
か
か
る
の
と
同
じ
で
す
ね
。

　
未
利
用
植
物
を
有
用
な
食
資
源
に
活
か
す

工
夫
は
大
事
な
こ
と
と
し
て
も
、そ
こ
に
長

い
年
月
が
か
か
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
を
遠
い

未
来
で
は
な
く
、
も
っ
と
近
い
未
来
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
植
物

に
備
わ
る
動
原
体
関
連
タ
ン
パ
ク
質﹇
注
2
﹈

の
改
変
に
よ
る
育
種
年
限
の
短
縮
技
術
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
写
真
2
）。

育
種
へ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　
育
種
年
限
を
短
縮
す
る
技
術
に
は
葯や

く（
＝

花
粉
を
つ
く
る
袋
状
の
器
官
）を
培
養
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
可
能
な

種
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
動

原
体
に
局
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
改
変
す
る

こ
と
で
作
物
改
良
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

も
そ
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

近
年
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
利
用
し
た

研
究
も
進
み
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
サ
サ

ゲ
に
応
用
し
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
育
種
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
遺

伝
子
の
相
互
作
用
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
育
環
境

に
対
応
し
て
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
時
系
列
的
な
ゲ
ノ
ム
領
域
の
変
化
を
視

覚
的
に
捉
え
る
技
術
も
ド
イ
ツ
の
研
究
所

（
Ｉ
Ｐ
Ｋ﹇
注
3
﹈）と
の
共
同
研
究
で
開
発
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
も
重
要
な
課
題
は
、
交
雑
に
よ

る
作
物
の
多
様
性
の
導
入
で
す
。
例
え
ば
、

寒
冷
地
で
育
つ
耐
寒
性
に
優
れ
た
作
物
と
、

高
温
・
乾
燥
地
で
育
つ
作
物
は
遠
縁
の
関
係

に
あ
り
ま
す
が
、こ
の
2
種
が
交
雑
す
る
と

ど
ん
な
作
物
が
育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で

今
、一
つ
の
事
例
と
し
て
イ
ネ
科
の
ト
ウ
ジ
ン

ビ
エ（
耐
高
温
・
乾
燥
性
を
も
つ
）と
コ
ム
ギ

（
冷
涼
地
で
育
つ
）の
交
雑
を
試
験
的
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
が
見
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
交
雑
で
受
精
は
起
こ
り
雑
種
胚

の
発
生
は
あ
っ
て
も
細
胞
分
裂
で
ト
ウ
ジ
ン

ビ
エ
の
染
色
体
が
脱
落
す
る
た
め
、コ
ム
ギ
の

半
数
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
写
真
3
）。

こ
の
染
色
体
脱
落
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
は
未

解
明
で
す
が
、
そ
れ
を
理
解
し
て
解
決
策
が

見
つ
か
れ
ば
、
世
界
が
今
後
、
食
糧
と
し
て

利
用
で
き
る
新
し
い
遺
伝
資
源
の
獲
得
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

革新的な育種や細胞遺伝学技術で
気候変動に耐える作物資源を開発

地球温暖化などによる気候変動や人口増加で、グローバルな食糧
供給の課題が問われています。私たちは変動する自然環境の中、
世界各国との共同で新しい有用な作物資源の開発をさまざまな
方法で研究しています。

石井  孝 佳 講師

い し い  た か よ し

乾燥地研究センター 農業生産部門

注  目  の  研  究

専門 植物細胞遺伝学／育種学
趣味 釣り／散歩／麻雀

﹇
注
1
﹈ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
元
会
長
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ

氏
ら
に
よ
っ
て
2
0
0
0
年
に
創
設
さ
れ
た

世
界
最
大
の
慈
善
基
金
団
体
。
米
国
シ
ア

ト
ル
に
本
部
を
置
く
。

﹇
注
2
﹈動
原
体
関
連
タ
ン
パ
ク
質

動
植
物
の
細
胞
分
裂
時
に
染
色
体
の
運
動

や
制
御
に
関
わ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
こ
と
。

﹇
注
3
﹈I
P
K

ド
イ
ツ
の「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
植
物
遺
伝
学
・

作
物
学
研
究
所
」。

写真2　ササゲ[Cowpea]の動原体タンパク質
　　　  （Ishii et al., 2020）

写真1
センター内のミニ砂
漠博物館（乾燥地
学術情報展示室）
では、ササゲ豆の
一部が一般公開さ
れています。

写真3　染色体脱落

♀
コムギ

♂
トウジンビエ

受精

選択的に
ゲノムが脱落
＜染色体脱落＞

半数体になる
染色体の挙動は
制御不可能
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病気の原因を探り、医学と医療の両方を支える

実験の様子

病理学講座
医学部医学科

梅 北  善 久 教授担当教員

　病理学は、病気になった原因を探り、身体にどのような形態的・機能的
変化が生じているのかを研究する学問分野。病理学講座では、鳥取大医
学部附属病院の病理診断科・病理部の業務を担い、実際に患者さんから
採取した組織や細胞を観察して病理診断を行うと同時に、臨床各科や病
理部からの大学院生や臨床検査技師などと共に研究に取り組み、病理学
の発展を通じた医療への貢献を目指している。
　病理医は患者を直接、診察するわけではないが、身体の一部を詳細に
観察し、例えば「腫瘍が良性か悪性か」など、患者の人生を左右する重大
な判断を行うだけでなく、「どこまで広がっているか」「どの薬剤に適応がある
か」「再発・転移の可能性はどれくらいか」などの治療方針に関わる重要な
情報を臨床現場へ提供する。また、病気の原因や進行のメカニズムなどを
探る研究成果は、実際の病理診断や病気の予防などに生かされている。
　講座のメンバーは日々の仕事に励みながらそれぞれのテーマに取り組み、
月1回の研究発表に集う。医学科学生（5・6年生）に対する臨床実習（病
理ポリクリ）の指導に熱意をもって取り組むと共に、病理専門医取得に向
けたプログラムを備えて、臨床的なセンスを持った若手病理医の育成にも
力を入れている。医療と医学の両方を支える“要”の分野だ。

※撮影時のみマスクを外してます。

私 た  ち  の
研 究  室

　

私
は
乳
が
ん
を
専
門
と
し
、
が
ん
抑
制
遺

伝
子
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
たM

am
m
ary 

serine protease inhibitor

（M
aspin

）

が
、
が
ん
細
胞
内
の
核
内
に
局
在
し
て
い
る

間
は
進
行
を
抑
制
し
、
細
胞
質
の
み
に
局
在

す
る
場
合
は
、
逆
に
促
進
す
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は

肺
が
ん
も
専
門
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
に
は
病
理
診
断
科
の
標
榜
が

認
め
ら
れ
、
患
者
診
療
に
貢
献
す
る
部
門
と

し
て
社
会
的
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
大
医

学
部
附
属
病
院
で
は
、
病
理
医
が
患
者
さ
ん

に
直
接
、
診
断
結
果
を
伝
え
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
患
者
さ

ん
の
診
療
に
役
立
ち
、
か
つ
全
体
的
な
医
療

水
準
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
明
日

の
医
療
を
担
う
将
来
性
あ
ふ
れ
る
才
能
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

梅北  善 久 教授

う め き た  よ し ひ さ

的
確
な
病
理
診
断
で

質
の
高
い
医
療
を
提
供

　肺がんの一種である小細胞肺がん
は、肺がんの中でも予後が悪く、長い
間有効な治療法がありませんでしたが、
最近ようやく有効な治療薬が報告される
ようになりました。ある治療薬は、特定
の遺伝子異常がみられるときに、より効
果を発揮することが分かっています。
　そこで、過去の肺がん患者さんの細胞
に遺伝子異常がみられるかを調べ、細
胞株を培養して、生きた肺がん細胞にも
遺伝子異常があるのか確認し、併せて
治療薬の効果の確認も行っています。
　細胞レベルで病気を観察して病理診
断の目を養うとともに、遺伝子異常によ
るがん進展への影響を解明し、より有効

な治療法の確立に
貢献したいです。

　これまでの当教室の研究で、乳がん
細胞にMaspinと関連のあるセルグリシン
というタンパク質が多くあると、患者さん
の予後不良に関連を示すことが報告さ
れています。しかし、実際に乳がん組織
のセルグリシン発現状況と予後の関連を
具体的に調べた研究はまだありません。
　そこで、過去の乳がん患者さんの症例
から、乳がんの組織を免疫染色［注］し、そ
の染色具合と病気の経過を照らし合わ
せ、予後との関連について調べています。
　得られた結果を基に、セルグリシンが
乳がんの進展や悪性化にどのように関
与しているのかを明
らかにし、乳がんの
新たな診断法や治
療法につなげること
を目指しています。
［注］抗体を用いて検体中の抗原のみを

検出する手法で、抗体による抗原の
認識反応が目に見えるようになる。

　梅北教授の研究により、乳がん細胞
内でMaspinが核内に局在している間
は進行を抑制し、細胞質のみに局在す
る場合は、逆に促進することが発見され
ています。私は肺がんの細胞を使って、
Maspinが実際にどのようなメカニズム
で、がんを進展させる方向に働いてい
るのかを調べています。
　Maspinを核内に留まらせることがで
きれば、がんの進行を抑制することがで
きます。Maspinの動向とがん進展の詳
細なメカニズムを明らかにし、例えば、
ある特定の分子を標的としてその機能
を制御することにより治療する分子標的
治療薬のような、新しい療法の開発に
つなげていき
たいと考えて
います。

小細胞肺がんと
遺伝子異常の関連を探る

お お し ま  ゆ う き

大島  祐貴 さん

大学院医学系研究科医学専攻 4年
医学部附属病院呼吸器外科医

乳がん組織のセルグリシン量と
病気の経過との関連を追及する

ほ そ や  け い こ

細谷  恵子 さん

大学院医学系研究科医学専攻 4年
医学部附属病院乳腺内分泌外科医

Maspinの動向とがん進展の
詳細なメカニズムを解明

ま つ し げ  た か ひ ろ

松重  貴大 さん

大学院医学系研究科医学専攻 4年
医学部附属病院病理部臨床検査技師

現場の視点で研究に取り組む日 ！々

病理診断の目を養い
実際の治療に生かします！

乳がんの新たな治療法
確立につなげたいです！

肺がん細胞を分子レベルで調べて
治療法開発を目指します！
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

現場が円滑に進むよう現場の段取りを
中心に業務を行っています。工程管
理、測量、材料発注以外にも、仮設
設計や計算書の確認なども行います。

清水建設株式会社　勤務
大学院工学研究科社会基盤工学専攻
平成29年度修了

PROFILE

後藤  秀 登 さん

ご と う  ひ で と

工学部
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
被
災
地
で
育
ち
ま
し

た
。少
し
ず
つ
街
並
み
が
変
わ
り
、

イ
ン
フ
ラ
や
住
環
境
が
整
備
さ
れ

る
過
程
を
間
近
で
見
て
、
震
災
復

興
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
身
近
な

と
こ
ろ
に「
土
木
」が
あ
り
、
そ
の

魅
力
を
感
じ
、
土
木
工
学
科
に
入

学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
土
木
工
学

を
学
ぶ
中
で
、
将
来
は
土
木
施
工

に
お
け
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
た
い
、
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
の
最

前
線
で
働
き
た
い
、
と
い
う
夢
を

持
ち
ま
し
た
。

　
入
社
後
、
新
幹
線
の
延
伸
工

事
、
最
終
処
分
場
建
設
工
事
や

宅
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
大
現
場
の
最
前
線
で

働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
場

で
は
、
自
然
相
手
や
モ
ノ
づ
く
り

に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
に
自
分
の
考
え
を

現
場
に
反
映
し
、
工
事
が
無
事
に

終
わ
っ
た
と
き
の「
達
成
感
」は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

現
場
で
的
確
な
判
断
を
瞬
時
に

下
す
こ
と
が
で
き
る
現
場
管
理
者

を
目
指
し
ま
す
。

私

窓口業務を担当。常に笑顔で丁寧
な接客を心がけています。また、地
域行事へも積極的に参加し地域と
のつながりを大切にしています。

株式会社鳥取銀行倉吉支店　勤務
地域学部地域政策学科
令和元年度（2019年度）卒業

PROFILE

榎本  佳 奈 さん

え の も と  か な

地域学部
は
鳥
取
県
出
身
で
、
高

校
で
の
探
究
活
動
を
き
っ

か
け
に「
鳥
取
を
も
っ
と
良
く
し

た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
、
鳥

取
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　
在
学
中
は
鳥
取
県
の
現
状
を

よ
り
深
く
知
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た

り
、 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
の
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
学
生
の
県
内
就
職
を

促
進
す
る
な
ど
、
幅
広
く
地
域
に

関
わ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
生
活
を
通
し
て
鳥
取

の
魅
力
を
再
認
識
し
、ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
地
域
に
密

着
し
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
の

で
き
る
銀
行
員
と
い
う
職
業
を
選

び
ま
し
た
。

　
現
在
は
窓
口
に
立
ち
、
日
々
お

客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
で
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

銀
行
に
は
あ
ら
ゆ
る
業
務
が
あ

り
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
も
多
種

多
様
な
の
が
強
み
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
経
験
を
積

み
重
ね
、
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
さ

れ
、
ま
た
少
し
で
も
鳥
取
県
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
知
識
や
能

力
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。

私

営業としてスーパーやドラッグストア
に魅力的なたまご売り場を提案する
ことを主に、陳列やプロモーション
等も行っています。

JA全農たまご株式会社　勤務
生物資源環境学科
植物菌類資源科学コース
平成29年度修了

PROFILE

吉岡  麻 衣 さん

よ し お か  ま い

農学部
と
農
業
に
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
鳥
取
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
実
習
等
を
行
え
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
鳥
取
大
学

農
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。
在
学

中
は
、学
業
の
ほ
か
に
部
活
動（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）に
も
打
ち
込
み
、
当

時
得
た
経
験
や
友
人
は
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
現
在
、
私
は
た
ま
ご
の
専
門
商

社
で
、
営
業
と
し
て
量
販
店
向
け

に
鶏
卵
お
よ
び
そ
の
加
工
品
の
営

業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
に

は
販
売
先
の
バ
イ
ヤ
ー
や
生
産
者

と
一
緒
に
商
品
の
開
発
を
行
う

こ
と
も
あ
り
、
自
ら
開
発
・
提
案

し
た
新
商
品
が
全
国
の
売
場
に

並
び
、
お
客
さ
ま
に
購
入
し
て
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
は
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
日
々
営
業
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
決
ま
っ
た
方
法
や
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悩
ん
だ
り
失
敗
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
、
生
産
者
の
想
い
を
商
品
と

共
に
お
客
さ
ま
へ
届
け
ら
れ
る
よ

う
な
営
業
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

食

看護師として一般病棟に勤務。寝
たきりや麻痺の方などの身の回りの
お世話に加え、精神的サポートや退
院支援も行います。

鳥取大学医学部附属病院　勤務
医学部保健学科看護学専攻
平成29年度卒業

PROFILE

平尾  美 和 さん

ひ ら お  み わ

医学部
は
人
と
関
わ
る
の
が
好

き
で
、
世
話
好
き
な
性

格
で
す
。
そ
れ
は
鳥
取
市
の
中

山
間
部
で
生
ま
れ
、
地
域
全
体
に

見
守
ら
れ
、
育
て
ら
れ
た
か
ら
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
看
護
師
を
志

し
た
の
は
、
大
好
き
な
鳥
取
の
た

め
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。

　
在
学
中
に
は
、
病
院
だ
け
で
な

く
介
護
施
設
や
高
齢
者
の
ご
家

庭
、
役
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
実
習
を
行
い
、
卒
業
研
究
で
は

山
間
部
の
集
落
全
体
を
巻
き
込

ん
で
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う
な

ど
、
地
域
で
多
く
の
学
び
を
得
ま

し
た
。〝
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
魅
力
〞を
肌
で
感
じ
、
私

は
そ
れ
を「
看
護
の
力
で
支
え
た

い
」と
感
じ
た
こ
と
が
今
の
仕
事

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
退
院
後
の
生
活
で

の
困
り
事
を
患
者
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
必
要
な
在
宅
支
援
に
つ

な
げ
た
り
、
地
域
の
関
係
者
と
密

に
連
携
し
た
り
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
々

精
進
し
、
多
く
の
方
に
頼
ら
れ
る

看
護
師
を
目
指
し
ま
す
。

私
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

現場が円滑に進むよう現場の段取りを
中心に業務を行っています。工程管
理、測量、材料発注以外にも、仮設
設計や計算書の確認なども行います。
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大学院工学研究科社会基盤工学専攻
平成29年度修了
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路
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。少
し
ず
つ
街
並
み
が
変
わ
り
、

イ
ン
フ
ラ
や
住
環
境
が
整
備
さ
れ

る
過
程
を
間
近
で
見
て
、
震
災
復

興
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
身
近
な

と
こ
ろ
に「
土
木
」が
あ
り
、
そ
の

魅
力
を
感
じ
、
土
木
工
学
科
に
入

学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
土
木
工
学

を
学
ぶ
中
で
、
将
来
は
土
木
施
工

に
お
け
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
た
い
、
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
の
最

前
線
で
働
き
た
い
、
と
い
う
夢
を

持
ち
ま
し
た
。

　
入
社
後
、
新
幹
線
の
延
伸
工

事
、
最
終
処
分
場
建
設
工
事
や

宅
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
大
現
場
の
最
前
線
で

働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
場

で
は
、
自
然
相
手
や
モ
ノ
づ
く
り

に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
に
自
分
の
考
え
を

現
場
に
反
映
し
、
工
事
が
無
事
に

終
わ
っ
た
と
き
の「
達
成
感
」は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

現
場
で
的
確
な
判
断
を
瞬
時
に

下
す
こ
と
が
で
き
る
現
場
管
理
者

を
目
指
し
ま
す
。

私

窓口業務を担当。常に笑顔で丁寧
な接客を心がけています。また、地
域行事へも積極的に参加し地域と
のつながりを大切にしています。
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地域学部地域政策学科
令和元年度（2019年度）卒業
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出
身
で
、
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活
動
を
き
っ
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け
に「
鳥
取
を
も
っ
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く
し

た
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」と
思
う
よ
う
に
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り
、
鳥

取
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　
在
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中
は
鳥
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県
の
現
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を
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た
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域
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地
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活
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た
。
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学
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鳥
取
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再
認
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し
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ニ
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能
力
を
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い
、
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ざ
ま
な
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と
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わ
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と
の
楽
し
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を
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だ
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と
で
、
地
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に
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着
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多
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の
人
と
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こ
と
の

で
き
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銀
行
員
と
い
う
職
業
を
選

び
ま
し
た
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現
在
は
窓
口
に
立
ち
、
日
々
お

客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
で
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

銀
行
に
は
あ
ら
ゆ
る
業
務
が
あ

り
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
も
多
種

多
様
な
の
が
強
み
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
経
験
を
積

み
重
ね
、
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
さ

れ
、
ま
た
少
し
で
も
鳥
取
県
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
知
識
や
能

力
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。

私

営業としてスーパーやドラッグストア
に魅力的なたまご売り場を提案する
ことを主に、陳列やプロモーション
等も行っています。
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農学部
と
農
業
に
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
鳥
取
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
実
習
等
を
行
え
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
鳥
取
大
学

農
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。
在
学

中
は
、学
業
の
ほ
か
に
部
活
動（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）に
も
打
ち
込
み
、
当

時
得
た
経
験
や
友
人
は
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
現
在
、
私
は
た
ま
ご
の
専
門
商

社
で
、
営
業
と
し
て
量
販
店
向
け

に
鶏
卵
お
よ
び
そ
の
加
工
品
の
営

業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
に

は
販
売
先
の
バ
イ
ヤ
ー
や
生
産
者

と
一
緒
に
商
品
の
開
発
を
行
う

こ
と
も
あ
り
、
自
ら
開
発
・
提
案

し
た
新
商
品
が
全
国
の
売
場
に

並
び
、
お
客
さ
ま
に
購
入
し
て
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
は
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
日
々
営
業
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
決
ま
っ
た
方
法
や
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悩
ん
だ
り
失
敗
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
、
生
産
者
の
想
い
を
商
品
と

共
に
お
客
さ
ま
へ
届
け
ら
れ
る
よ

う
な
営
業
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

食

看護師として一般病棟に勤務。寝
たきりや麻痺の方などの身の回りの
お世話に加え、精神的サポートや退
院支援も行います。

鳥取大学医学部附属病院　勤務
医学部保健学科看護学専攻
平成29年度卒業
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、
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中
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、
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全
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に
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ら
れ
、
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た
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ら
だ

と
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。
看
護
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を
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た
の
は
、
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な
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取
の
た
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、
支
え
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く
だ
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っ
た
地
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の

方
々
へ
貢
献
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た
い
と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。

　
在
学
中
に
は
、
病
院
だ
け
で
な

く
介
護
施
設
や
高
齢
者
の
ご
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、
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な
ど
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場
所

で
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を
行
い
、
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業
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で
は
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間
部
の
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全
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を
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き
込

ん
で
健
康
づ
く
り
活
動
を
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、
地
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で
多
く
の
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を
得
ま

し
た
。〝
地
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で
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ら
し
続
け
る

こ
と
の
魅
力
〞を
肌
で
感
じ
、
私

は
そ
れ
を「
看
護
の
力
で
支
え
た

い
」と
感
じ
た
こ
と
が
今
の
仕
事

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
退
院
後
の
生
活
で

の
困
り
事
を
患
者
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
必
要
な
在
宅
支
援
に
つ

な
げ
た
り
、
地
域
の
関
係
者
と
密

に
連
携
し
た
り
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
々

精
進
し
、
多
く
の
方
に
頼
ら
れ
る

看
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を
目
指
し
ま
す
。
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教
養
の
場

曽根  誠 二 郎 さん

そ ね  せ い じ ろう

　崎原先生の説明が分かりやすいので知識
が身に付いているのを実感します。今では長
文を割とスラスラ読めますし、電車のアナウ
ンスやドラマのワンシーン程度なら普通に聞
き取れます。授業の雰囲気も良いので、受
けていてとても楽しいです。中国語を選んで
良かったと思っています。

● 授業を受けた感想は？

　この講義を履修した理由は、選択できる言
語の中で一番面白そうだったからです。1年
前期以外の成績が全てAで途中から楽しくな
り、3年前期の今でも中国語の講義を履修し
ています。英語と中国語を使いこなせるよう
になるために勉強しています。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
国
の
公
用
語（
普
通
話
）を
日
本
人
は「
中

国
語
」と
呼
び
ま
す
。
中
国
語
は
日
本
に
比

較
的
近
い
地
域
で
広
く
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
で

あ
り
、
同
じ
く
漢
字
を
使
う
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
漢
文

を
学
習
し
た
経
験
か
ら
内
容
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
、
話
し
て
い
る

の
を
聞
く
と
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
中
国
語

は
外
国
語
だ
と
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。
実
は
、

音
の
響
き
だ
け
で
な
く
、
漢
字
だ
か
ら
理
解
で

き
る
と
思
わ
れ
た
文
章
も
、
単
語
や
文
法
な

ど
日
本
語
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
中
国
語
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
」お
よ
び「
中
国
語
応

用
Ⅰ
・
Ⅱ
」は
、
1
年
と
2
年
生
を
対
象
に
、

発
音
の
習
得
、
会
話
能
力
、
短
文
の
読
解
、
異

文
化
理
解
力
の
養
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、

日
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
有
用
性
を
最

大
限
に
考
慮
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
中
国
語
応
用
Ⅲ
・
Ⅳ
」は
、
中
国
語
能
力
を
さ

ら
に
ア
ッ
プ
し
た
い
3
年
生
を
対
象
に
、
中
国

語
検
定
3
級
取
得
を
目
標
に
講
義
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

中
国
語
へ
の
第
一
歩
は
入
門
が
肝
心
な
の

で
、
入
門
の
時
点
か
ら
、
そ
の
外
国
語
ら
し
い

音
の
響
き
、
歌
う
よ
う
な
抑
揚
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

中
国
語
は
学
習
方
法
次
第
！

そ
の
音
声
を
楽
し
も
う
！

工学部機械物理系学科 3年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

教育支援・国際交流推進機構
教養教育センター 外国語部門

担当教員

崎原 麗霞准教授

さき は ら  れ い か
相手が理解できる言語で会話をすると、話の内容が相手の脳裏に
残ります。もし相手の母語で会話を交わすと、それが相手の心に
響くようになります。このように外国語学習は、言語の魅力と異文化
体験が満喫できる楽しい作業です。

全学共通科目

教養
科目

入門
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合

素敵な大人

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

医学部保健学科
検査技術科学専攻病態検査学講座

鳥取大学着任日：2020年10月1日

　
皆
さ
ん
、「
臨
床
検
査
技
師
」を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
国
家
資
格
の
医
療
職

で
、
病
気
の
予
防
や
診
断
、
治
療
効
果

判
定
に
欠
か
す
こ
と
で
き
な
い
身
体
の

検
査
を
担
当
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。
臨
床
検
査
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
私
の
専
門
領
域
は
血
液
に

含
ま
れ
る
化
学
成
分
の
分
析
で
す
。
大

学
院
時
代
か
ら
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

測
定
法
の
開
発
に
取
り
組
み
、
新
し
い

臨
床
検
査
法
の
確
立
を
目
指
し
て
日
々

研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
聞
く
と
健
康
に

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
多
い
で
す

が
、
身
体
に
必
要
な
成
分
で
適
度
な
量

を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
的
に

は
こ
の
研
究
が
健
康
増
進
や
病
気
の
予

防
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
研
究
で
は
教
科
書
ど
お
り
に
実
験
が

進
ま
な
い
こ
と
や
予
想
ど
お
り
の
結
果

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
理
解
し
て
い
た
つ
も
り

の
こ
と
が
、
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
逆

に
ま
す
ま
す
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
考
え

方
や
実
験
の
や
り
方
が
良
く
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
可
能

性
を
さ
ら
に
追
求
し
、
課
題
を
解
決
で

き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
く
、
そ
れ
が

研
究
を
続
け
る
励
み
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
に
も
大
学
生
活
の
中
で
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
楽
し
さ
や

感
動
を
数
多
く
経
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
、
広
島
、
岡
山
、
兵
庫
、
大
阪
、

京
都
、
東
京
と
こ
れ
ま
で
少
し
ず
つ
東

に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

回
れ
右
を
し
て
2
0
2
0
年
7
月
に
本

学
医
学
部
の
適
応
生
理
学
分
野
に
着
任

し
ま
し
た
。

　
生
理
学
と
は
、
生
命
現
象
の
仕
組
み

を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
す
。
生
理
学

の
中
に
は
、
生
体
内
の
現
象
を
対
象
と

す
る
場
合（
一
般
生
理
学
）と
、
生
物
種

間
の
違
い
を
対
象
と
す
る
場
合（
比
較

生
理
学
）が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
2
つ

は
ほ
と
ん
ど
別
の
研
究
分
野
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
両
方
の
融

合
を
図
り
つ
つ
、
細
胞
を
中
心
に
し
て
、

細
胞
の
性
格
を
決
め
る
分
子
レ
ベ
ル
や

多
様
な
性
格
の
細
胞
が
集
ま
っ
て
い
る

組
織
や
個
体
レ
ベ
ル
も
対
象
に
し
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
着
目
し
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
脳
で
す
。
プ
ラ
ナ
リ
ア
は
再
生
能
力

が
高
い
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
も
う
一
つ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
進
化
の

中
で
初
め
て
脳
を
獲
得
し
た
動
物
に
非

常
に
近
い
こ
と
で
す
。
今
の
複
雑
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
は
じ
め
は
単
純
な

計
算
機
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
繰

り
返
し
て
で
き
た
の
と
同
じ
で
、
脳
も
、

最
初
は
単
純
な
も
の
か
ら
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
例
え
る
な
ら
、
ヒ
ト
の
脳
が

バ
ー
ジ
ョ
ン
1
0
0
0
ぐ
ら
い
だ
と
す

る
と
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
脳
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

1
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
脳
を
調
べ
る
こ
と
で
、
脳
の
仕
組
み

の
根
底
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
究
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

最
初
に
で
き
た
脳
っ
て
、
ど
ん
な
ん
だ
っ
た
と
思
う
？

臼井  真 一 教授

う す い  し ん い ち

専門 臨床化学検査／脂質検査
趣味 ドライブ／渓流釣り／囲碁

医学部医学科
生理学講座

鳥取大学着任日：2020年7月1日

井上　武 准教授

い の う え  た け し

専門 行動生理学／再生神経生物学
趣味 水草水槽／透明標本作り／包丁研ぎ

外国語
科目 中国語基礎・応用
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教
養
の
場

曽根  誠 二 郎 さん

そ ね  せ い じ ろう

　崎原先生の説明が分かりやすいので知識
が身に付いているのを実感します。今では長
文を割とスラスラ読めますし、電車のアナウ
ンスやドラマのワンシーン程度なら普通に聞
き取れます。授業の雰囲気も良いので、受
けていてとても楽しいです。中国語を選んで
良かったと思っています。

● 授業を受けた感想は？

　この講義を履修した理由は、選択できる言
語の中で一番面白そうだったからです。1年
前期以外の成績が全てAで途中から楽しくな
り、3年前期の今でも中国語の講義を履修し
ています。英語と中国語を使いこなせるよう
になるために勉強しています。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
国
の
公
用
語（
普
通
話
）を
日
本
人
は「
中

国
語
」と
呼
び
ま
す
。
中
国
語
は
日
本
に
比

較
的
近
い
地
域
で
広
く
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
で

あ
り
、
同
じ
く
漢
字
を
使
う
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
漢
文

を
学
習
し
た
経
験
か
ら
内
容
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
、
話
し
て
い
る

の
を
聞
く
と
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
中
国
語

は
外
国
語
だ
と
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。
実
は
、

音
の
響
き
だ
け
で
な
く
、
漢
字
だ
か
ら
理
解
で

き
る
と
思
わ
れ
た
文
章
も
、
単
語
や
文
法
な

ど
日
本
語
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
中
国
語
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
」お
よ
び「
中
国
語
応

用
Ⅰ
・
Ⅱ
」は
、
1
年
と
2
年
生
を
対
象
に
、

発
音
の
習
得
、
会
話
能
力
、
短
文
の
読
解
、
異

文
化
理
解
力
の
養
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、

日
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
有
用
性
を
最

大
限
に
考
慮
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
中
国
語
応
用
Ⅲ
・
Ⅳ
」は
、
中
国
語
能
力
を
さ

ら
に
ア
ッ
プ
し
た
い
3
年
生
を
対
象
に
、
中
国

語
検
定
3
級
取
得
を
目
標
に
講
義
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

中
国
語
へ
の
第
一
歩
は
入
門
が
肝
心
な
の

で
、
入
門
の
時
点
か
ら
、
そ
の
外
国
語
ら
し
い

音
の
響
き
、
歌
う
よ
う
な
抑
揚
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

中
国
語
は
学
習
方
法
次
第
！

そ
の
音
声
を
楽
し
も
う
！

工学部機械物理系学科 3年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

教育支援・国際交流推進機構
教養教育センター 外国語部門

担当教員

崎原 麗霞准教授

さき は ら  れ い か
相手が理解できる言語で会話をすると、話の内容が相手の脳裏に
残ります。もし相手の母語で会話を交わすと、それが相手の心に
響くようになります。このように外国語学習は、言語の魅力と異文化
体験が満喫できる楽しい作業です。

全学共通科目

教養
科目

入門
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合

素敵な大人

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

医学部保健学科
検査技術科学専攻病態検査学講座

鳥取大学着任日：2020年10月1日

　
皆
さ
ん
、「
臨
床
検
査
技
師
」を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
国
家
資
格
の
医
療
職

で
、
病
気
の
予
防
や
診
断
、
治
療
効
果

判
定
に
欠
か
す
こ
と
で
き
な
い
身
体
の

検
査
を
担
当
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。
臨
床
検
査
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
私
の
専
門
領
域
は
血
液
に

含
ま
れ
る
化
学
成
分
の
分
析
で
す
。
大

学
院
時
代
か
ら
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

測
定
法
の
開
発
に
取
り
組
み
、
新
し
い

臨
床
検
査
法
の
確
立
を
目
指
し
て
日
々

研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
聞
く
と
健
康
に

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
多
い
で
す

が
、
身
体
に
必
要
な
成
分
で
適
度
な
量

を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
的
に

は
こ
の
研
究
が
健
康
増
進
や
病
気
の
予

防
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
研
究
で
は
教
科
書
ど
お
り
に
実
験
が

進
ま
な
い
こ
と
や
予
想
ど
お
り
の
結
果

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
理
解
し
て
い
た
つ
も
り

の
こ
と
が
、
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
逆

に
ま
す
ま
す
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
考
え

方
や
実
験
の
や
り
方
が
良
く
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
可
能

性
を
さ
ら
に
追
求
し
、
課
題
を
解
決
で

き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
く
、
そ
れ
が

研
究
を
続
け
る
励
み
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
に
も
大
学
生
活
の
中
で
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
楽
し
さ
や

感
動
を
数
多
く
経
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
、
広
島
、
岡
山
、
兵
庫
、
大
阪
、

京
都
、
東
京
と
こ
れ
ま
で
少
し
ず
つ
東

に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

回
れ
右
を
し
て
2
0
2
0
年
7
月
に
本

学
医
学
部
の
適
応
生
理
学
分
野
に
着
任

し
ま
し
た
。

　
生
理
学
と
は
、
生
命
現
象
の
仕
組
み

を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
す
。
生
理
学

の
中
に
は
、
生
体
内
の
現
象
を
対
象
と

す
る
場
合（
一
般
生
理
学
）と
、
生
物
種

間
の
違
い
を
対
象
と
す
る
場
合（
比
較

生
理
学
）が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
2
つ

は
ほ
と
ん
ど
別
の
研
究
分
野
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
両
方
の
融

合
を
図
り
つ
つ
、
細
胞
を
中
心
に
し
て
、

細
胞
の
性
格
を
決
め
る
分
子
レ
ベ
ル
や

多
様
な
性
格
の
細
胞
が
集
ま
っ
て
い
る

組
織
や
個
体
レ
ベ
ル
も
対
象
に
し
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
着
目
し
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
脳
で
す
。
プ
ラ
ナ
リ
ア
は
再
生
能
力

が
高
い
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
も
う
一
つ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
進
化
の

中
で
初
め
て
脳
を
獲
得
し
た
動
物
に
非

常
に
近
い
こ
と
で
す
。
今
の
複
雑
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
は
じ
め
は
単
純
な

計
算
機
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
繰

り
返
し
て
で
き
た
の
と
同
じ
で
、
脳
も
、

最
初
は
単
純
な
も
の
か
ら
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
例
え
る
な
ら
、
ヒ
ト
の
脳
が

バ
ー
ジ
ョ
ン
1
0
0
0
ぐ
ら
い
だ
と
す

る
と
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
脳
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

1
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
脳
を
調
べ
る
こ
と
で
、
脳
の
仕
組
み

の
根
底
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
究
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

最
初
に
で
き
た
脳
っ
て
、
ど
ん
な
ん
だ
っ
た
と
思
う
？

臼井  真 一 教授

う す い  し ん い ち

専門 臨床化学検査／脂質検査
趣味 ドライブ／渓流釣り／囲碁

医学部医学科
生理学講座

鳥取大学着任日：2020年7月1日

井上　武 准教授

い の う え  た け し

専門 行動生理学／再生神経生物学
趣味 水草水槽／透明標本作り／包丁研ぎ

外国語
科目 中国語基礎・応用
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　1995年から25年以上にわたり続く「鳥取大学サイエンス・
アカデミー」が500回を迎え、本学学長による記念講演が開
催されました。
　開会にあたり、藪田千登世地域価値創造研究教育機構
長ならびに小林隆志鳥取県立図書館長からの挨拶、および
清水克彦地域価値創造研究教育機構副機構長から「サイ
エンス・アカデミー 500回の歩み」の紹介がありました。
　講演では、学長から「鳥取大学における菌類きのこ研究と
わたし」と題して、本学における菌類きのこ研究の紹介や自身
が行ってきたカビ研究として「カビは優秀な化学者」「イネの
背丈を短くする物質、カメムシが忌避する物質」などの説明が
あり、参加者は興味深く聞き入っていました。

　本学工学部の学生らが、日南町主催の「旧木下家住宅の
活用に向けた事業提案コンペ」において学生部門最優秀賞
を受賞したことを学長へ報告しました。このコンペは、かつ
てたたら製鉄により財を成した木下家の旧住宅の再活用案
について、5つの部門を設けて事業アイデアやデザインを
募ったものです。
　地域を通して建築に関する学びを深める学生団体CITA
（シータ）は、日南町の天然記念物として有名なオオサンショ
ウウオの展示を中心とした淡水魚の水族館を、町のオリジ
ナルキャラクター “オッサンショウオ”になぞらえて「オッサン
シャイン水族館」と名付けて提案し、見事最優秀賞を受賞
しました。

学生団体CITAが中島学長へ
最優秀賞受賞報告

2021.6.14

大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　2021年度鳥取大学入学式は新型コロナウイルス感染症
対策のため、出席者を入学生と教職員に限定し、午前・午
後の2部制で行いました。また、式に参加できない学生や、
保護者の方々を対象に、式の様子はYouTubeでライブ配信
されました。今年度は学部生1,161名、大学院生383名が
入学を許可されました。
　中島学長は、式辞で「知の基礎作りに励み、専門的な知
識技術を習得し、大いに成長してください」と新入生を激励
しました。新入生を代表して、午前の部は平井公己さん（工
学部機械物理系学科）が、午後の部は野口真美さん（医学
部保健学科看護学専攻）がそれぞれ宣誓しました。

　鳥取キャンパスにおいて、2021年度鳥取大学大学院連
合農学研究科入学式が挙行されました。今年度は、新型コ
ロナウイルス感染症防止のため、対策を徹底し、参加者の
規模および時間を短縮して行われました。
　式では、入学生16名の入学が許可され、続いて中島学長
の式辞が述べられました。学長から「本日入学式を開催する
ことができ、皆さんにお会いできたことが非常にうれしい。
新型コロナウイルス感染症などのトラブルに悩まされることなく
研究活動を通じて成長し、世界中で活躍する人材となること
を切に願っています」と入学者を激励しました。

2021年度 大学院連合農学研究科
入学式を挙行

2021.4.9

　本学とダイキン工業は、乾燥地研究を軸とした空調ソ
リューション・ヘルスケアなどの課題解決に取り組む、10年
間総額10億円規模の包括連携を締結しました。
　5月1日の包括連携開始を前に、4月23日、ダイキン工業
株式会社取締役会長井上礼之様によるオンラインでの特別
講義、本学とダイキン工業による長期大型の包括連携開始
の共同記者発表並びにキックオフ会議が行われました。
　本学とダイキン工業は、困難な状況の中でも未来を見据
え、この度の包括連携を機に、乾燥地の課題解決や鳥取大
学の特色ある研究を軸とした、地域・グローバル協創イノ
ベーションに取り組んでまいります。

ダイキン工業株式会社と
包括連携協定を締結

2021.4.23

2021年度 鳥取大学入学式を挙行

2021.4.6

75周年記念式典・記念講演会を挙行

2021.6.5

　鳥取大学医学部の創立75周年を記念し、「継往開来（けいお
うかいらい）～未来へ継ぐ～」［※1］と題して「75周年記念式典・
記念講演会」を開催しました。
　医学部は1945年創立から昨年で75周年を迎えました。本式
典は昨年度開催予定としておりましたが、新型コロナウイルスの
感染拡大により開催を延期し、来場者の人数制限やオンライン配
信を行うなど、感染対策を充分に講じた上での開催となりました。
　中村廣繁学部長が式辞で「先人の事業を受け継ぎ発展させ
ながら未来を切り開き、100周年に向け地域と共に発展させて
いきたい」と述べた後、ご来賓の方々からご祝辞を頂きました。

　引き続き行われた記念講演会では、各界ご活躍の先生方（本
学部卒業生）にご講演いただき、来場者が熱心に耳を傾けると
同時にその様子もオンライン配信されました。
　この日の式典等を通じて、鳥取大学医学部75年の歩みを振り
返り、出席者およびオンライン視聴者と共に創立75周年を祝い
ました。

［※1］
継往開来：先人の事業を受け継ぎ、発展させながら未来を切り開くこと

サイエンス・アカデミー
500回記念講演で中島学長が講演

2021.6.12
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本
号
は「
鳥
大
で
教
員
を
目
指
す
！
」

と
題
し
て
、
本
学
に
お
け
る
開
放
制
教

員
養
成
制
度
に
よ
る
、
教
育
職
員
免
許

状
取
得
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
記

事
の
作
成
の
た
め
の
取
材
を
し
て
い
く

中
で
教
育
実
習
の
現
場
に
お
邪
魔
し
、

実
習
生
が
教
壇
に
立
つ
姿
を
見
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
姿
は
初
々

し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
熱
意
に
あ
ふ
れ

て
お
り
将
来
児
童
、
生
徒
に
慕
わ
れ
る

よ
う
な
教
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
本
特
集
か
ら
、
教
員

を
目
指
す
学
生
の
姿
や
そ
の
学
生
を
指

導
す
る
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

読
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、そ
の
他
に
も「
羽
ば
た
く
卒
業

生
」で
は
本
学
卒
業
生
の
現
在
の
活
躍

を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事

は
卒
業
生
本
人
に
寄
稿
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、よ
り
生
の
声
を
お
届
け
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
良
い
広
報
誌
作
成
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　

献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
白
う
さ
ぎ
は
、
部

員
42
名
で
活
動
し
、
第
1
水
曜
日
に
定
例

会
を
行
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
学
内
献

血
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
献
血
を
し
た
方
に

提
供
す
る
処
遇
品
な
ど
を
決
め
て
い
て
、

処
遇
品
は
地
元
製
菓
の
お
菓
子
、
部
員
が

考
え
た
も
の
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
学
内
献
血
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
で
す
。
4
・
5
月
に
新
歓
献

血
を
1
回
ず
つ
、
7
月
に
七
夕
献
血
、
10

月
に
風
紋
献
血
、
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
献

血
、
1
月
に
は
た
ち
の
献
血
と
、
1
年
間

に
計
6
回
行
い
ま
す
。
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て「
は
た

ち
の
献
血
の
P
R
」を
し
て
い
ま
す
。

　

学
外
献
血
で
は
、
他
大
学
の
献
血
推
進

サ
ー
ク
ル
と
献
血
推
進
イ
ベ
ン
ト
を
協
同

し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、Ａ
ｘ
ｉ
ｓ
バ
ー
ド

ス
タ
ジ
ア
ム
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鳥
取
北
で
献

血
の
呼
び
か
け
も
し
て
い
ま
す
。 

Ａ
ｘ
ｉ
ｓ

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
社
会
法
人
と
地

元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
主
催
し
た「
け
ん
け

つ
ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ッ
チ
」に
協
賛
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
観
戦
に
訪
れ
た
方
に
献
血
の
呼
び
か

け
を
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
呼
び

か
け
の
言
葉
を
工
夫
し
て
、
献
血
数
を
増

や
す
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
輩
後
輩
関
係
な
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
活
動
回
数
は
多
く
て
も
月
2
回
ほ

ど
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
メ
ン
バ
ー
と

話
が
で
き
る
時
間
が
楽
し
い
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル

白
う
さ
ぎ
を
鳥
取
大
学
で
一
番
人
数
の
多

い
サ
ー
ク
ル
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
米

子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

i r c l e  A c t i v i t i e sC

角田  妃吹さん
つのだ  ひ す い

農学部生命環境農学科 3年

部 長
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
白
う
さ
ぎ

サ
ー
ク
ル
紹
介

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
! !

講  師

サイエンス・アカデミーのご案内

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
お問い合わせ 鳥取大学地域価値創造研究教育機構

地域連携推進室 TEL 0857-31-6777

会　場

LIVE

鳥取県立図書館 2階 大研修室
（鳥取市尚徳町101）

米子市立図書館、琴浦町立図書館、加藤文太郎記念図書館、
あわくら図書館、大山町立図書館、南部町立図書館

でライブ中継による聴講ができます。

・発熱やせきなど体調に不良のある場合はご遠慮ください。 
・マスク着用と手指消毒にご協力ください。

zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

新型コロナウイルス感染防止のため
事前申し込みが必要です！

受講のお申し込みはこちらから

テーマ

要予約 受講料無料

医学部医学科
助教　紙本 美菜子アートが彩る地域医療8/28土

技術部工学技術部門
笠田 洋文科学と技術を支える「単位」9/25土
地域学部地域学科 地域創造コース
准教授　稲津 秀樹

他者と出会いなおす想像力
―社会的分断を越境する10/9土

農学部生命環境農学科
助教　美藤 友博

中高齢者で不足しがちな
ビタミンのおはなし10/23土

地域学部地域学科 人間形成コース
教授　住川 英明

言葉のかたち・心のかたち
―直筆の手紙を読む―9/11土

【 令和2年度 決算額 】収  

入
運営費交付金
施設整備費補助金
補助金等収入
大学改革支援・学位授与機構施設費交付金
自己収入
　　　　　授業料、入学料及び検定料収入
　　　　　附属病院収入
　　　　　財産処分収入
　　　　　雑収入
産学連携等研究収入及び寄附金収入等
引当金取崩
長期借入金
目的積立金取崩

内訳

区 　分

合　計

決算額（百万円）
10,917
415
2,312
34

27,354
3,323
23,476

3
550
1,657
14
413
486

43,605

支  

出
業務費
　　　　　教育研究経費
　　　　　診療経費
施設整備費
補助金等
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等
長期借入金償還金
大学改革支援・学位授与機構納付金

内訳

区 　分

合　計

決算額（百万円）
37,815
14,741
23,074
862
2,096
1,674
430
0

42,880

※百万円未満は切り捨てであるため、合計額とその内訳に差異が生ずる

【収入】
■運営費交付金
■施設整備費補助金
■補助金等収入
■大学改革支援・学位授与
機構施設費交付金
■授業料、入学料及び
　検定料収入
■附属病院収入
■財産処分収入
■雑収入
■産学連携等研究収入及び
　寄附金収入等
■引当金取崩
■長期借入金
■目的積立金取崩

【支出】
■教育研究経費
■診療経費
■施設整備費
■補助金等
■産学連携等研究経費及び
寄附金事業費等
■長期借入金償還金
■大学改革支援・学位授与
機構納付金

収入
25.0%

1.0%

1.1%
0.9%0%1.3%

0.1%
53.8%

7.6%

5.3%

0%
3.8%

支出
34.4%

1.0%3.9%4.9%

53.8%

2.0%
0%
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本
号
は「
鳥
大
で
教
員
を
目
指
す
！
」

と
題
し
て
、
本
学
に
お
け
る
開
放
制
教

員
養
成
制
度
に
よ
る
、
教
育
職
員
免
許

状
取
得
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
記

事
の
作
成
の
た
め
の
取
材
を
し
て
い
く

中
で
教
育
実
習
の
現
場
に
お
邪
魔
し
、

実
習
生
が
教
壇
に
立
つ
姿
を
見
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
姿
は
初
々

し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
熱
意
に
あ
ふ
れ

て
お
り
将
来
児
童
、
生
徒
に
慕
わ
れ
る

よ
う
な
教
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
本
特
集
か
ら
、
教
員

を
目
指
す
学
生
の
姿
や
そ
の
学
生
を
指

導
す
る
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

読
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、そ
の
他
に
も「
羽
ば
た
く
卒
業

生
」で
は
本
学
卒
業
生
の
現
在
の
活
躍

を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事

は
卒
業
生
本
人
に
寄
稿
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、よ
り
生
の
声
を
お
届
け
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
良
い
広
報
誌
作
成
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　

献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
白
う
さ
ぎ
は
、
部

員
42
名
で
活
動
し
、
第
1
水
曜
日
に
定
例

会
を
行
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
学
内
献

血
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
献
血
を
し
た
方
に

提
供
す
る
処
遇
品
な
ど
を
決
め
て
い
て
、

処
遇
品
は
地
元
製
菓
の
お
菓
子
、
部
員
が

考
え
た
も
の
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
学
内
献
血
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
で
す
。
4
・
5
月
に
新
歓
献

血
を
1
回
ず
つ
、
7
月
に
七
夕
献
血
、
10

月
に
風
紋
献
血
、
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
献

血
、
1
月
に
は
た
ち
の
献
血
と
、
1
年
間

に
計
6
回
行
い
ま
す
。
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て「
は
た

ち
の
献
血
の
P
R
」を
し
て
い
ま
す
。

　

学
外
献
血
で
は
、
他
大
学
の
献
血
推
進

サ
ー
ク
ル
と
献
血
推
進
イ
ベ
ン
ト
を
協
同

し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、Ａ
ｘ
ｉ
ｓ
バ
ー
ド

ス
タ
ジ
ア
ム
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鳥
取
北
で
献

血
の
呼
び
か
け
も
し
て
い
ま
す
。 

Ａ
ｘ
ｉ
ｓ

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
社
会
法
人
と
地

元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
主
催
し
た「
け
ん
け

つ
ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ッ
チ
」に
協
賛
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
観
戦
に
訪
れ
た
方
に
献
血
の
呼
び
か

け
を
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
呼
び

か
け
の
言
葉
を
工
夫
し
て
、
献
血
数
を
増

や
す
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
輩
後
輩
関
係
な
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
活
動
回
数
は
多
く
て
も
月
2
回
ほ

ど
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
メ
ン
バ
ー
と

話
が
で
き
る
時
間
が
楽
し
い
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル

白
う
さ
ぎ
を
鳥
取
大
学
で
一
番
人
数
の
多

い
サ
ー
ク
ル
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
米

子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

i r c l e  A c t i v i t i e sC

角田  妃吹さん
つのだ  ひ す い

農学部生命環境農学科 3年

部 長
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
白
う
さ
ぎ

サ
ー
ク
ル
紹
介

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
! !

講  師

サイエンス・アカデミーのご案内

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
お問い合わせ 鳥取大学地域価値創造研究教育機構

地域連携推進室 TEL 0857-31-6777

会　場

LIVE

鳥取県立図書館 2階 大研修室
（鳥取市尚徳町101）

米子市立図書館、琴浦町立図書館、加藤文太郎記念図書館、
あわくら図書館、大山町立図書館、南部町立図書館

でライブ中継による聴講ができます。

・発熱やせきなど体調に不良のある場合はご遠慮ください。 
・マスク着用と手指消毒にご協力ください。

zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

新型コロナウイルス感染防止のため
事前申し込みが必要です！

受講のお申し込みはこちらから

テーマ

要予約 受講料無料

医学部医学科
助教　紙本 美菜子アートが彩る地域医療8/28土

技術部工学技術部門
笠田 洋文科学と技術を支える「単位」9/25土
地域学部地域学科 地域創造コース
准教授　稲津 秀樹

他者と出会いなおす想像力
―社会的分断を越境する10/9土

農学部生命環境農学科
助教　美藤 友博

中高齢者で不足しがちな
ビタミンのおはなし10/23土

地域学部地域学科 人間形成コース
教授　住川 英明

言葉のかたち・心のかたち
―直筆の手紙を読む―9/11土

【 令和2年度 決算額 】収  

入
運営費交付金
施設整備費補助金
補助金等収入
大学改革支援・学位授与機構施設費交付金
自己収入
　　　　　授業料、入学料及び検定料収入
　　　　　附属病院収入
　　　　　財産処分収入
　　　　　雑収入
産学連携等研究収入及び寄附金収入等
引当金取崩
長期借入金
目的積立金取崩

内訳

区 　分

合　計

決算額（百万円）
10,917
415
2,312
34

27,354
3,323
23,476

3
550
1,657
14
413
486

43,605

支  

出
業務費
　　　　　教育研究経費
　　　　　診療経費
施設整備費
補助金等
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等
長期借入金償還金
大学改革支援・学位授与機構納付金

内訳

区 　分

合　計

決算額（百万円）
37,815
14,741
23,074
862
2,096
1,674
430
0

42,880

※百万円未満は切り捨てであるため、合計額とその内訳に差異が生ずる

【収入】
■運営費交付金
■施設整備費補助金
■補助金等収入
■大学改革支援・学位授与
機構施設費交付金
■授業料、入学料及び
　検定料収入
■附属病院収入
■財産処分収入
■雑収入
■産学連携等研究収入及び
　寄附金収入等
■引当金取崩
■長期借入金
■目的積立金取崩

【支出】
■教育研究経費
■診療経費
■施設整備費
■補助金等
■産学連携等研究経費及び
寄附金事業費等
■長期借入金償還金
■大学改革支援・学位授与
機構納付金

収入
25.0%

1.0%

1.1%
0.9%0%1.3%

0.1%
53.8%

7.6%

5.3%

0%
3.8%

支出
34.4%

1.0%3.9%4.9%

53.8%

2.0%
0%
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鳥取大学広報誌 F U-M O N

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-5006　FAX.0857-31-5018
［ E -メール ］toridai-kouhou@ml.adm.tottori-u.ac.jp　［ ホームページ ］https://www.tottori-u.ac.jp/

編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会 2021年8月発行
塩﨑一郎（工学部）
藏田修一（総務企画課）

西村正広（医学部）
保坂理和子（研究推進機構）

関　耕二（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

會見忠則（委員長・農学部）
辻　　渉（農学部）

鳥取大学広報誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  https://www.tottori-u.ac.jp/ask/  をご覧ください

革新的な育種や遺伝学技術で
気候変動に耐える作物資源を開発

注目の
研究

医学部医学科
病理学講座

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で5名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 10/31（日） 5名様
合計

とりりん
ぬいぐるみ

地域と共に未来を築く

〒680-0463 八頭郡八頭町宮谷200番地2
Tel:0858-72-0029 / Fax:0858-73-0668
https://www.koge.co.jp

代表取締役　林 正太郎
所在地　鳥取市若葉台南7丁目1番31号
TEL：0857-52-6009
FAX：0857-52-6010
URL  https://torimeka.jp
E-mail　info@torimeka.jp

特　
集 鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！鳥大で教員を目指す！

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

教養の場

新任教員
紹介

医学部保健学科検査技術科学専攻
医学部医学科

外国語科目「中国語基礎・応用」


